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日中技術交流センター2022 年度定期総会議事録（案） 

                                           2022 年 7 月 2 日 

                                           記録 小川 斉 

 

１． 日 時： 2022 年 6 月 26 日 (日)  14:00～16:00 

２． 場 所： Zoom 会議 

３． 出席者：23 名 

石浦、岩崎、大越、小川、上戸、河崎、熊澤、小柳、齊藤、佐藤、重高、 

    志澤、鈴木、関、竹内、武内、谷、根木、野々部、村木、森、矢島、顧 

４． 議 題： 

（１）2021 年活動報告 

（２）2021 年会計報告及び監査報告 

（３）2022 年活動方針 

（４）その他 

５．会議資料： 

   ① 2021 年の活動報告概要と 2022 年の活動方針 

   ② 令和 3 年度会計報告 

 

５． 議 事 

熊澤代表幹事の司会で議事進行された。 

 （１）2021 年活動報告 

   熊澤代表幹事より活動報告資料に基づき、2021 年の活動報告があった。 

① 中国との交流について 

    ・新型コロナウイルス拡散の影響で昨年に続き、2 年連続で春節祝賀会の順延、中国との交流会

のための訪問等活動は止まったままであったが交流は続いている。 

    ・毎年深圳で開催される国際人材交流大会は今年も 4 月に中国国外からの参加は Web で開催さ

れ、日中技交に参加の問合せがあり希望者が Web で参加した。 

     （参加登録 19 名） 

    ・その他中国との交流に関して当センターに技術士紹介依頼があり、その都度会員に紹介して

いる。（2021 年度の案件数 20 件） 

② 中国語勉強会について 

定期的に都内で勉強会を行うことで活動しているが新型コロナウイルス感染の影響で可能な

時に行う状況になっている。 

③ Web 会議システムの活用 

・当センターの運営などの会議や打ち合わせも Web 開催が可能になり全国の会員との交流の 

機会にも活用している。 
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・活動事例やその他自由に懇談する機会として会員による Web セミナーや Web 談話室(2 回)を

開催した。今後も機会を見て開催したいと考えている。 

 

④ 2021 年度 Web セミナー、談話室の開催実績 

会員各位に協力頂いて下記セミナー、談話室を開催した。 

★Web セミナー 

開催日：2021 年 5 月 14 日 14:00～15:30  (90 分) 

演題：日中技術協力活動案件事例紹介 

～中国江西省柳州市 日本の水処理技術の紹介～ 

講師：野々部顕治会員（衛生工学、上下水道） 

会員参加者：21 名 

★第 1 回 Web 談話室 

開催日：2021 年 12 月 22 日 14:00～15:30  (90 分) 

話題提供その１ 大越時夫会員（化学） 

 仮題：中国は・・と一辺倒で表現できない中国 

話題提供その２ 渡邊国昭会員（機械） 

 仮題：クライアントの品質意識に思う 

       会員参加者 20 名 

★第 2 回 Web 談話室： 

開催日：2022 年 2 月 16 日 14:00～15:30  (90 分) 

話題提供その１ 村木孝夫会員（環境） 

 仮題：中国のタイヤ産業・企業で思う事 

話題提供その２ 鈴木陸夫幹事（経営工学） 

 仮題：中国生産現場の改善指導 

会員参加者 17 名 

 

（２）2022 年活動方針 

熊澤代表幹事より活動報告資料に基づき 2022 年の活動方針の提案説明があった。 

・コロナウイルス感染が収まらず会合や中国への訪問等に制約があるが、この制約の中で 

最大限の活動を行いたい。 

・中国大使館との交流：中国の技術的状況の入手、春節祝賀会の開催検討。 

・プロジェクト交流：中国中央政府、中国国際人材交流協会等との交流の機会検討。 

 

６．会計報告及び監査報告 

   ・鈴木会計担当幹事より「令和 3 年度会計報告書」の説明があった。 

   ・佐藤会計監査より上記会計報告書の監査結果に相違がない旨の報告があった。 

   ・上記の結果「令和 3 年度会計報告書」が承認された。 
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７．その他 

武内普哉会員より情報工学専門家の面から積極的な活動協力の申し入れがあり、 

今後具体的な提案を頂き検討してゆくことになった。 

当日、話題となった項目は下記。 

① 当センターのホームページ 

② Web 談話室での話題提供 

   例として現在業務として行っている「ロボット」「Iot」の提案があった。 

    まずはセンター幹事会で検討し、武内会員と調整とする。 

                                      以上 


